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で連結された polycarbazole誘導体を合成した。導入した援素芳香族環は furan，thiophene， EDOTであり、こ
れらを carbazoleの2.7位に導入することによって、本来重合活性な carbazoleの3.6位ではなく複素芳香族環
のα位が最も重合活性な部位として電解重合が進行した。得られた高分子膜は、これまで報告されてきた、
poly (3 ，6-carbazole) 誘導体よりも約 O.2~O.3eV小さいバンドギャップを示した。
第六章では、第五章で合成された poly(N-alkyl-2，7-di (2・thienylαrbazole))の蛍光特性、また電気化学的
酸化還元による蛍光のスイッチング挙動、および窒素部位のアルキル鎖長の表面形状への影響を評価したo
poly (N-alkyl之7-di(2-thienylcarbazole))薄膜は還元状態において緑色の蛍光を示し、酸化状態においては蛍
光がクエンチすること確認した。この挙動は可逆的であり、電気化学的な繰り返しの酸化還元に対し、蛍光
の発光およびクエンチを繰り返すことを確認した。また、アルキル鎖の炭素数が6の高分子膜は、その表面
にナノファイバーを形成した。さらに、このナノファイバーはファイバーの長軸方向と垂直な方向に偏光発
光を示すことから、共役主鎖がファイバー長軸に対して垂直に配向していることを明らかにした。
第七章では、モノマーユニットに軸不斉構造を有する (R)-1，1ヘbinaphtyl構造を導入することで、主鎖骨
格に軸不斉構造を有する共役系高分子を合成した。また、これらの高分子を化学重合および電解重合の両方
で合成することによって、重合法の違いによる光学活性の違いについて検討している。 binaphthylモノマー
とthiophene誘導体と共重合することによって、可視光に吸収および円偏光二色性を有する高分子が得た。
また電解重合によって得られた高分子膜は、化学重合によって得られた荷化学構造を有するポリマーのキャ
ストフィルムとは異なる円偏光二色性を示した。また、電解合成された薄膜は、電気化学的な酸化還元によっ
て可逆的な円偏光二色性の変化を示した。これらについて詳細に考察を行っている。
以上、多種のモノマ一合成とキャラクタリゼーションを行うとともに、これらを用いて高配向性高分子を
液晶中で合成し、直線偏光二色性、円偏光二色性、偏光発光等の、通常の電解重合膜では見られない光学的
異方性を評価した。これにより高分子合成、 π共役系高分子、電解合成の分野に新たな知見をもたらした。
平成 25年2月15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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